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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年6月26日(2008.6.26)

【公表番号】特表2002-540127(P2002-540127A)
【公表日】平成14年11月26日(2002.11.26)
【出願番号】特願2000-607588(P2000-607588)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｋ  35/76     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/566    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/55     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7088  　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/76    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｐ
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ  33/566   　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/64    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ

【手続補正書】
【提出日】平成19年3月22日(2007.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】　患者においてＬＩＰＧの発現を低下させ得る組成物であって、リボザイム
を含む、組成物。
【請求項２】　患者においてＬＩＰＧの発現を低下させ得る組成物であって、リボザイム
をコードするＤＮＡ配列を含む発現ベクターを含む、上記組成物。
【請求項３】　患者において高密度リポタンパク質（ＨＤＬ）コレステロールおよびアポ
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リポタンパク質ＡＩのレベルを上昇させるため医薬の製造のための、ＬＩＰＧの酵素的活
性を低下させる組成物の使用であって、前記組成物がＬＩＰＧをコードするｍＲＮＡを切
断するリボザイムを含む、上記使用。
【請求項４】　患者において高密度リポタンパク質（ＨＤＬ）コレステロールおよびアポ
リポタンパク質ＡＩのレベルを上昇させるための医薬の製造のための、リボザイムをコー
ドするＤＮＡ配列を含む発現ベクターを含んでなる組成物の使用。
【請求項５】　請求項４に記載の使用であって、前記発現ベクターが、レトロウイルスベ
クター、アデノウイルスベクター、アデノ随伴ウイルスベクター、ヘルペスウイルスベク
ター、および裸のＤＮＡベクターからなる群より選択される、使用。
【請求項６】　患者において高密度リポタンパク質（ＨＤＬ）コレステロールおよびアポ
リポタンパク質ＡＩのレベルを上昇させるため医薬の製造のための、ＬＩＰＧの酵素的活
性を低下させる組成物および患者においてアポリポタンパク質ＡＩを発現し得る組成物の
使用。
【請求項７】　患者においてＬＤＬコレステロールのレベルを低下させるための医薬の製
造のためのエンハンサーの使用であって、該エンハンサーは、ＬＩＰＧポリペプチドとＨ
ＤＬコレステロールおよびアポリポタンパク質ＡＩとの間の酵素的反応に対して、ＬＩＰ
ＧポリペプチドとＬＤＬコレステロールとの間の酵素的反応を優先的に増強する、使用。
【請求項８】　患者においてＶＬＤＬコレステロールのレベルを低下させるための医薬の
製造のためのエンハンサーの使用であって、該エンハンサーは、ＬＩＰＧポリペプチドと
ＨＤＬコレステロールおよびアポリポタンパク質ＡＩとの間の酵素的反応に対して、ＬＩ
ＰＧポリペプチドとＶＬＤＬコレステロールとの間の酵素的反応を優先的に増強する、使
用。
【請求項９】　低ＨＤＬコレステロールレベルおよび低アポリポタンパク質ＡＩレベルへ
の傾向を予測するための方法であって、患者から得た組織サンプル中のＬＩＰＧポリペプ
チドのレベルを測定する工程を包含する、方法。
【請求項１０】　請求項９に記載の方法であって、前記組織が血液である、方法。
【請求項１１】　請求項１０に記載の方法であって、前記サンプル中のＬＩＰＧポリペプ
チドのレベルをイムノアッセイにより測定する、方法。
【請求項１２】　請求項９に記載の方法であって、ＬＩＰＧｍＲＮＡのレベルを測定する
ことによって前記ＬＩＰＧポリペプチドのレベルを測定する、方法。
【請求項１３】　試験化合物がＬＩＰＧポリペプチドとＨＤＬコレステロールおよびアポ
リポタンパク質ＡＩとの間の酵素的反応を阻害し得るか否かを決定するための方法であっ
て、以下：（Ａ）第１のサンプル中のＨＤＬコレステロールおよびアポリポタンパク質Ａ
Ｉのレベルを、別のサンプル中のＨＤＬコレステロールおよびアポリポタンパク質ＡＩの
レベルと比較する工程であって、該第１のサンプルが（１）ＨＤＬコレステロールおよび
アポリポタンパク質ＡＩ、（２）ＬＩＰＧポリペプチド、および（３）該試験化合物を含
み、そして該別のサンプルが（４）ＨＤＬコレステロールおよびアポリポタンパク質ＡＩ
および（５）ＬＩＰＧポリペプチドを含む、工程；ならびに（Ｂ）該第１のサンプルが該
別のサンプルよりも高いＨＤＬコレステロールおよびアポリポタンパク質ＡＩのレベルを
有するか否かを観察することによって、該試験化合物が該ＬＩＰＧポリペプチドとＨＤＬ
コレステロールおよびアポリポタンパク質ＡＩとの間の酵素的反応を阻害する際に有効で
あるか否かを同定する工程、を包含する、方法。
【請求項１４】　試験化合物がＬＩＰＧポリペプチドとＶＬＤＬコレステロールとの間の
酵素的反応を増強し得るか否かを決定するための方法であって、以下：（Ａ）第１のサン
プル中のＶＬＤＬコレステロールのレベルを、別のサンプル中のＶＬＤＬコレステロール
のレベルと比較する工程であって、該第１のサンプルが（１）ＶＬＤＬコレステロール、
（２）ＬＩＰＧポリペプチド、および（３）該試験化合物を含み、そして該別のサンプル
が（４）ＶＬＤＬコレステロールおよび（５）ＬＩＰＧポリペプチドを含む、工程；なら
びに（Ｂ）該第１のサンプルが該別のサンプルよりも低いＶＬＤＬコレステロールのレベ
ルを有するか否かを観察することによって、該試験化合物が該ＬＩＰＧポリペプチドとＶ
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ＬＤＬコレステロールとの間の酵素的反応を増強する際に有効であるか否かを同定する工
程、を包含する、方法。
【請求項１５】　試験化合物がＬＩＰＧポリペプチドとＬＤＬコレステロールとの間の酵
素的反応を増強し得るか否かを決定するための方法であって、以下：（Ａ）第１のサンプ
ル中のＬＤＬコレステロールのレベルを、別のサンプル中のＬＤＬコレステロールのレベ
ルと比較する工程であって、該第１のサンプルが（１）ＬＤＬコレステロール、（２）Ｌ
ＩＰＧポリペプチド、および（３）該試験化合物を含み、そして該別のサンプルが（４）
ＬＤＬコレステロールおよび（５）ＬＩＰＧポリペプチドを含む、工程；ならびに（Ｂ）
該第１のサンプルが該別のサンプルよりも低いＬＤＬコレステロールのレベルを有するか
否かを観察することによって、該試験化合物が該ＬＩＰＧポリペプチドとＬＤＬコレステ
ロールとの間の酵素的反応を増強する際に有効であるか否かを同定する工程、を包含する
、方法。
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